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論文要旨（和文要旨(2000 字程度）または英文要旨(500words))

固体粒子を液中に分散したスラリーおよび液滴を互いに溶解しない液体中に分散したエマルションは化粧
品において汎用される技術であり、前者はサンスクリーンやメ ーキャップ製品、後者はスキンケア乳液製剤
の機能および使用感剣虫を向上させるうえで重要な技術である。また、 これらの製剤の多くには水や揮発油な
どの揮発性液体が配合されているために、製品使用時には必ず乾燥現象を伴う。乾燥は製剤組成の変化を意
味しており、 化粧塗膜の物理特性を変化させるため、 これらの製品の機能に影響すると考えられているが、
乾燥過程がどのように進んでいるのかについては不明な点が多い。そのため、製品の設計は経験則に頼る部
分が多く、 より効率的に開発をすすめるために分散体乾馳薗程についての正確な理解が求められている。そ
こで、 スラリー系については乾燥中の粒子状態の直接観測と粒子シミュレーションによって最終的な塗膜中
の粒子配置に影響を与える特性値の特定を試みt4また、 エマルション系については乾燥の速度論的解析か
ら乾幽搬欝の解明を試みた）

スラリーの乾燥についてはインクジェットやプリンテッドエレクトロニクスヘの関心の高さから研究が進
んでおり、溶媒の乾燥機構べ味立子の集積について数多くの知見がある。一方で、乾燥過程の粒子状態につい
ては、 直接観測することが困難であるためシミュレーションによる推測が主な研究手段となっている。本研
究では全焦克顕微鏡システムを用いて鵬享が変化していく中でもスラリー塗膜噸堕子のリアルタイムでの直
鴫察が可能であることを疇し、粒子凝集体が乾燥虚弩俎に崩れて基板上に拡がっていくことを見出した）
粒子乾燥シミュレーションでも同様の結果が得られ、 粒子凝集体が毛管力によって基板に押しつけられるこ
とで凝集構造が崩れることが推測された〕 さらに乾燥後口堕子が高秩序化された塗布膜を得るためには、粒
子間のファンデルワールスカと溶媒の乾幽割変が重要であることが実験とシミュレーションの両方から確認
された）

エマルションの乾燥については、揮発成分の存在する相によって①連続相のみ蒸発する、②連続相と分散
相の両方から蒸発する、③分散相からのみ蒸発するという3つの状態が考えられることから、 それぞれの乾
燥過程について検討を行った）

エマルションの乾燥速度論的研究は行われてはいるが、 乾燥による量的変化
と乳化粒子の状態を同時に評価した例はこれまでになかった。これは、 マクロなスケールで評価される乾燥
速度と乳化粒子形状の変化というミクロスケールでの評価を比較的に短い時間スケールの中で同時に行うの
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